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1. 平成30年3月期第2四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 44,901 △4.9 598 △14.1 648 △25.5 △148 ―

29年3月期第2四半期 47,208 △6.7 696 ― 871 ― 507 ―

（注）包括利益 30年3月期第2四半期　　305百万円 （△47.2％） 29年3月期第2四半期　　579百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 △9.14 ―

29年3月期第2四半期 31.29 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第2四半期 100,121 50,866 46.9

29年3月期 107,822 51,155 44.1

（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 46,909百万円 29年3月期 47,541百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 25.00 ― 25.00 50.00

30年3月期 ― 25.00

30年3月期（予想） ― 25.00 50.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 105,000 △2.6 3,000 △24.7 3,100 △24.0 1,500 △28.6 92.48

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 16,276,305 株 29年3月期 16,276,305 株

② 期末自己株式数 30年3月期2Q 152,613 株 29年3月期 56,502 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 16,211,659 株 29年3月期2Q 16,220,639 株

（注）当社は、取締役等に対する業績連動型株式報酬制度「株式給付信託」を導入しており、当該信託が保有する当社株式を自己株式に含めて記載して
おります。

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及

び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．2「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関

する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、設備投資が緩やかながらも増加していることもあり、全

体として国内景気は堅調に推移しました。 

当社グループの最大の取引先である電力業界においては、徹底的な経営効率化・合理化のもと、設備投資及び

修繕費の抑制傾向が継続するとともに、昨年度の電力全面自由化開始当初におけるスマートメーターの立ち上が

り需要も落ち着いた状況となりました。 

一方で、民間設備関連では再生エネルギー関連の投資は一服感があるものの、更新・維持、生産能力拡大や効

率化・省力化のための投資計画は明るい兆しを見せるものとなりました。 

このような経営環境のもと、当社グループは新たに「東光高岳グループ2017年度中期経営計画」を策定し、電

力システム改革を契機に、事業領域の拡大とビジネスモデルの変革を目指しております。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は電力機器事業で堅調に推移した一方、

スマートメーターの反動減があり、44,901百万円（前年同期比4.9％減）となりました。

利益面では、スマートメーターのコストダウンを着実に進めているものの売上高の減少、営業外収益の減少及

び特別損失の増加により、営業利益598百万円（前年同期比14.1％減）、経常利益648百万円（前年同期比25.5％

減）、親会社株主に帰属する四半期純損失148百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益507百万

円）となりました。 

なお、当社グループの業績は、主力事業である電力機器事業において第４四半期連結会計期間に売上が集中す

る傾向があるため、四半期別の業績には季節的変動があります。 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

当社の事業管理区分の変更に伴い、第１四半期連結会計期間より、従来の「計器事業」セグメントを「計量事

業」セグメントに名称変更しており、また、当第２四半期連結会計期間より、「エネルギーソリューション事

業」セグメントに含まれていたメカトロニクス部門を、「情報・光応用検査機器事業」セグメントに移管してお

ります。 

前年同期のセグメント比較情報は、事業管理区分変更後の区分方法により組み替えております。 

電力機器事業は、受変電機器及び海外工事の増加により、売上高22,035百万円（前年同期比6.8％増）、セグ

メント利益986百万円（前年同期比10.2％増）となりました。

計量機器事業は、上記に説明したとおり、売上高17,534百万円（前年同期比15.6％減）、セグメント利益

1,925百万円（前年同期比14.3％増）となりました。 

エネルギーソリューション事業は、EMS関連の売上減少により、売上高3,267百万円（前年同期比1.9％減）、

セグメント損失183百万円（前年同期はセグメント損失252百万円）となりました。

情報・光応用検査機器事業は、光応用検査機器の売上減少により、売上高1,336百万円（前年同期比5.1％減）、

セグメント損失292百万円（前年同期はセグメント損失79百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ7,700百万円減少し、100,121百万円となり

ました。これは主に受取手形及び売掛金の減少によるものです。

負債は、前連結会計年度末に比べ7,411百万円減少し、49,255百万円となりました。これは主に支払手形及び買

掛金、借入金が減少したことによるものです。 

純資産は、前連結会計年度末に比べ289百万円減少し、50,866百万円となりました。これは主に親会社株主に帰

属する四半期純損失の計上、配当金の支払い及び非支配株主持分の増加によるものです。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想につきましては、平成29年４月27日に公表しました連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,278 9,791

受取手形及び売掛金 25,637 16,354

電子記録債権 1,016 1,512

有価証券 10 10

商品及び製品 4,979 5,396

仕掛品 10,464 12,151

原材料及び貯蔵品 3,910 4,815

繰延税金資産 1,080 1,243

その他 1,350 1,046

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 60,726 52,320

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 33,510 34,085

減価償却累計額 △20,152 △20,522

建物及び構築物（純額） 13,358 13,563

機械装置及び運搬具 20,204 20,334

減価償却累計額 △16,866 △17,248

機械装置及び運搬具（純額） 3,338 3,086

工具、器具及び備品 11,073 11,299

減価償却累計額 △10,163 △10,287

工具、器具及び備品（純額） 909 1,011

土地 22,775 22,775

リース資産 64 67

減価償却累計額 △56 △59

リース資産（純額） 7 8

建設仮勘定 552 974

有形固定資産合計 40,941 41,419

無形固定資産

のれん 124 96

その他 3,105 3,018

無形固定資産合計 3,229 3,115

投資その他の資産

投資有価証券 1,448 1,684

長期貸付金 75 75

繰延税金資産 438 556

その他 976 964

貸倒引当金 △13 △13

投資その他の資産合計 2,924 3,266

固定資産合計 47,096 47,801

資産合計 107,822 100,121
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 17,045 13,332

電子記録債務 1,308 1,217

短期借入金 6,363 4,081

リース債務 4 2

未払法人税等 904 376

賞与引当金 1,956 1,693

工事損失引当金 0 10

製品保証引当金 230 44

その他 5,810 5,767

流動負債合計 33,625 26,526

固定負債

長期借入金 2,500 2,295

リース債務 3 6

繰延税金負債 2,210 2,380

修繕引当金 987 1,033

環境対策引当金 556 501

製品保証引当金 1,104 926

退職給付に係る負債 14,774 14,702

その他 904 882

固定負債合計 23,041 22,729

負債合計 56,666 49,255

純資産の部

株主資本

資本金 8,000 8,000

資本剰余金 7,408 7,408

利益剰余金 32,096 31,542

自己株式 △73 △253

株主資本合計 47,431 46,697

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 417 442

繰延ヘッジ損益 △15 46

為替換算調整勘定 135 129

退職給付に係る調整累計額 △427 △405

その他の包括利益累計額合計 110 212

非支配株主持分 3,614 3,957

純資産合計 51,155 50,866

負債純資産合計 107,822 100,121
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 47,208 44,901

売上原価 39,008 36,142

売上総利益 8,199 8,758

販売費及び一般管理費 7,502 8,160

営業利益 696 598

営業外収益

受取利息 0 1

受取配当金 41 40

為替差益 14 －

設備賃貸料 41 43

電力販売収益 42 42

受取補償金 77 －

その他 62 32

営業外収益合計 280 160

営業外費用

支払利息 36 30

電力販売費用 20 17

為替差損 － 5

その他 48 56

営業外費用合計 105 109

経常利益 871 648

特別利益

固定資産売却益 6 0

特別利益合計 6 0

特別損失

固定資産廃棄損 86 18

事務所移転費用 38 9

投資有価証券評価損 － 5

製品保証費用 － 279

特別損失合計 124 313

税金等調整前四半期純利益 753 336

法人税、住民税及び事業税 345 249

過年度法人税等 － 39

法人税等調整額 △386 △158

法人税等合計 △40 129

四半期純利益 793 206

非支配株主に帰属する四半期純利益 285 354

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

507 △148
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 793 206

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △13 25

繰延ヘッジ損益 △138 61

為替換算調整勘定 △100 △8

退職給付に係る調整額 39 21

その他の包括利益合計 △213 99

四半期包括利益 579 305

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 319 △46

非支配株主に係る四半期包括利益 260 352
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 
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